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宇都宮市 Press Release 

新しいまちの暮らし 
スーパースマートシティうつのみや始動 

＜問い合わせ先＞ 国体・障害者スポーツ大会局  

総務広報課 課長 秋山 黎明(028-678-9064） 

競技運営課 課長 加藤 憲一郎(028-678-6914) 

 

「いちご一会とちぎ国体」の開催結果概要について 

令和４年１１月２４日 

 

「いちご一会とちぎ国体」に約１５万人が来場！ 

～「オールうつのみや」によるおもてなしで本市の魅力をＰＲしました！～ 

 

 

 
 
 
 
 
  

 

○ 大会概要 

名 称 第７７回国民体育大会 

愛 称 いちご一会とちぎ国体 

期 間 令和４年１０月１日～１１日(会期前：９月１０日～１９日) 

本市開催競技数 

（正式・特別競技） 
陸上，サッカーなど１４競技 

 

○ 経済波及効果等 

経済波及効果 

（参加・来場者数等をもとに算出） 

３９億円 

（市有施設の整備費用を含めた経済波及効果は５７億円） 

参加・来場者数 １５２，８６７人 

 

 

○ 今大会の主な取組結果 

【安全・安心な大会の運営】 

 今大会では，基本的な感染防止対策のほか，新型コロナウイルス感染症感染防止対策ガイド

ラインに基づき選手・監督，大会関係者等へのＰＣＲ検査の実施など各種対策を徹底した。ま

た，公共交通機関の利用促進や，交通渋滞緩和及び環境負荷軽減のためのシャトルバス，グリ

ーンスローモビリティの活用などに取り組んだ。 

⇒ 国体を開催した経験と実績により，大型スポーツイベント等における安全安心な大会の運

営モデルとしての役割を果たすことができた。 

 

第７７回国民体育大会「いちご一会とちぎ国体」を１０月１日（土）から１１

日（火）までの日程で開催しました。 
国体の開催はコロナの影響により３年ぶりとなり，本市では正式・特別競技あ

わせて県内最多の１４競技を実施しました。 
県内外から選手・監督をはじめ一般観覧者など多くの方が来訪され，万全の感

染症対策や市民の皆様のおもてなしによって，全国から訪れた皆様に本市の魅力

を伝えることができました。 
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実施内容 詳 細 

新型コロナウイルス

感染防止対策の徹底 

・観客数を収容定員の５０％以内に制限 

・事前申込みによる来場者管理システムを導入 

・大会関係者へのＰＣＲ検査等の実施 

・全ての入場者への体調確認の実施 

・選手・監督等と一般観覧者の動線分離 

 

公共交通機関の利用

促進 

シャトルバスの活用 

・路線バスやタクシー等の公共交通機関の利用促進 

・シャトルバスなどを活用した一般観覧者や選手監

督等の計画的な輸送を実施 

 

 

 

【スポーツの楽しさを伝える】 

 有観客により競技会を実施するとともに，競技会場における競技体験会や著名選手との交流

会，市内の小中学生を対象とした学校応援の実施などに取り組んだ。 

⇒ トップレベルの選手の活躍を肌で感じる機会を創出し，「ひとり１スポーツ」の推進を図る

ことができた。 

実施内容 詳 細 

競技体験会・著名選

手との交流会の実施 

・競技会場での競技体験や著名選手との交流会を開

催し，約１，０００名が参加・観覧 

（写真：東京五輪メダリストと地元小学生との交流会） 

 

学校応援の実施 

・市内の小中学生約１２，０００人による「学校応

援」を実施 

（小学４・５・６年生，中学１年生・２年生） 

 

インターネットを活

用した観覧方法の充

実 

・「国体チャンネル」による競技会の決勝開催日の様

子をインターネットでライブ配信 

・競技会当日の様子を写真撮影し，ホームページに即

日掲載（国体初） 
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【環境配慮の取組】 

 大会関係者を識別する識別用品や選手・監督等に配付する弁当箱など，大会で使用する様々

なものへ環境配慮素材を活用したほか，「カーボンオフセット」や「ペットボトルの水平リサイ

クル」の実施などに取り組んだ。 

⇒ 環境に配慮した様々な取り組みを行ったことで，「環境未来都市うつのみや」を全国へＰＲ

することができた。 

実施内容 詳 細 

環境配慮素材の活用 

脱ＣＯ２の取り組み 

・服飾（帽子・ベスト）に再生 PET繊維を使用 

・学校応援用スティックバルーンにバイオマス素材

を使用 

・選手・監督等の配付弁当に紙製容器を採用 

・選手・監督に提供するドリンク容器にアルミ缶を採

用 

・国体運営に要した競技会場（市有施設）の電気使用

に伴う温室効果ガス８０ｔ分をオフセット 

・会場から回収したペットボトルについて，「水平リ

サイクル」を実施 

 

 

 

【宇都宮の魅力の発信】 

 シティガイド協会協力によるＪＲ宇都宮駅構内等への総合案内所の設置や市内観光施設，飲

食店等で使用できるクーポン券を付加した観戦・観光ガイドブックの発行などに取り組んだ。 

⇒ 国体開催を契機として，多くの方々に本市の豊かな自然や観光，文化等の魅力を発信する

ことができた。 

実施内容 詳 細 

観戦・観光 

ガイドブックの発行 

・観戦情報をはじめ，「餃子」や「大谷」など，本市

ならではの観光・グルメ情報を掲載した観戦・観光

ガイドブックを発行 

・観戦・観光ガイドブックへ観光施設や飲食店等で

使用できるクーポン券を掲載 

・ガイドブックに掲載する土産品情報に通販システ

ムを導入し，国体終了後も本市の魅力を発信 

（国体初） 
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【来訪者へのおもてなし】 

 地域団体や観光関連事業者，学校などと連携しながら各種おもてなし事業の実施に取り組ん

だ。また，大会関係者や来場者へ行ったアンケートで，「国体全体に満足，おおむね満足」が 
９０％，「本市にまた訪れたい」が９７％という結果が得られた。 
⇒ 「オールうつのみや」でおもてなしを実施したことで，地域の絆を深め，地域経済の活性

化に繋げることができた。 

実施内容 詳 細 

市民協働による 

歓迎・魅力発信 

・観光関連事業者による，「国体グリーン」をテーマ

にした来訪者歓迎キャンペーンを実施 

・競技会場における本市ゆかりの銘菓配付や地域団

体による郷土料理等の販売 

・学校や地域団体と連携し，ＪＲ宇都宮駅・雀宮駅前

において，おもてなしイベントを実施 

 

競技会場や中心市街

地などへの歓迎装飾 

・競技会場に小学生や地域団体が育てた花プランタ

ー，中学生が制作した応援のぼり旗を設置 

・中心市街地におけるフラッグ装飾 

・全中学校における横断幕の掲出 

 

グリーンスローモビ

リティの運行 

・栃木県総合運動公園内でグリーンスローモビリテ

ィをはじめとした多様なモビリティによる快適な

移動サービスを提供 

 

 


